
（第 16回奈良県会員の会例会）議事録 

記録日： 2014年 9月 27日 

    記録者：中西 直己      

団体名 一般社団法人奈良県古民家再生協会 会員の会 

開催日時 2014年 9月 27日（土）     18：00〜20:00 

開催場所 大和郡山中央公民館 1階 ミーティングルーム 

出席者 中西直己 中西春代 林義朗 鈴木隆史 

議事 1）古民家解体新書 巻の四 

・木材について 

自社の実施例から 

吉野川上サプリから仕入れた古材使用例によると 

天然乾燥の松の梁に比べて施工後約半年で古材については 

当然ほとんど収縮や割れはないに対して天然乾燥材の方は 

既に収縮が見られて壁の取り合い部分で、五ミリ程度の隙が 

見られる。 

・木材の腐朽について 

こちらも自社の施工例から 

床下空間の少ないなおかつ換気口の取れていない箇所 

では、土台および柱の根元が腐朽している。 

なお、桧では周辺が蟻害にあっていても芯材は残っている。 

雨漏れが原因とみられる松の差鴨居は、やはり桧ほどの対 

腐朽性はない。 

・新築現場の梁のたわみ 

構造計算上は問題のない梁成を設定しても予想以上に 

垂れ下がることがある。 

個体差もあるが、計算基準を３６４０ミリ間の中央部での 

垂れ下がり許容寸法を半分に設定する必要がある。 

2）京都府古民家再生協会主催の地区大会について 

奥田理事長より 

パネル展示用の写真を用意してほしいとのこと 

当協会では、 

「おくどさんを使った料理教室」 

および 

「天に栄える村」 

のイベントの写真を用意させてもらう。 

 



報告及び決定事項 平成 26年 10月 4日 

京都府主催の地区大会 

参加者 中西直己 中西春代 

地区大会での模様は次回例会にて発表 

次月開催日時   2014年 10月 25日（土）  18：00〜20:00 

次月開催場所 大和郡山市中央公民館（三の丸会館） 

次月議事内容 1. 古民家解体新書 巻の四つづき 

2. 京都府地区大会での内容発表 

 


